















(1) Saya makan ikan. 私は魚を食べる。
（私） （食べる） （魚）












(4) Ali pergi ~ pasar. アリは市場こ行く。
（アリ）（行く）て可（市場）
(5). Mereka bermain ~padang. 彼等は野原空麟。
（彼等） （遊ぶ）召う（野原）
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(6) saya bangun p叫apukul enam. 私は 6時に起きる。
（私）（起きる） （1こ） （時） （6) 
動詞・形容詞は活用しない。時副は(7)のように時の副詞など文脈によってきまる。
否定文は tidakという否定辞を動詞の前においてつくられる。 ((8))
(7) a. Saya makan ikan杷marin．私はぎのう魚を食べた。
（私）（食べる）（魚） （きのう）
b. Saya makan ikan hari ini. 私ぱきょう魚を食べる C
（私）（食べる） （焦）召g：万う
(8) a. Saya minum kopi. 私はコーヒーを飲む。
（私） （飲む）（コーヒー）
































(10) 先生ガ 彗ニ 主ヲ 書左竺夕。 使役態
〈使役主〉 〈動作主〉 〈対象〉
(11) 竺ガ （饂ニヨッテ） 書カレ-タ。 受動應
く対象） く動作主〉
(12) 昼ガ 辛ニ 杢ヲ 書カレタc 被害態
＜被害者〉 〈動作主〉 〈対象〉
(13) 主翌ニ 杢ガ 書グタ。 可能態
く能力者〉 〈対象〉











(15) ~圧 meN-tulis ~ アリがその字を書く。 能動態
（アリ） （接辞）（書く） （字）（その）
〈動作主〉 〈対象〉
(16) Huruf itu di-tulis (oleh Ali)．その字が（アリによって）書かれる。
（字） （その）（接辞）（書く）（によって）（アリ） 受動態
〈対象〉 〈動作主〉
(17) 紐 ter-tulis huruf itu．アリが｛うっかり
（アリ）（接辞）（書く） （字） （その） 誤まって｝その字を書く。 無意志態
〈無意志動作主＞ 〈対象〉
(18) Huruf itu ter-tulis (oleh Ali). 
て字）（その）（接辞）（書く） （によって）（アリ）その字が（アリによつて）｛嵐i合ど｝
〈対象〉 〈無意志動作主〉 書かれる。 無意志受勁態
(19) Ali tidak ter-tulis huruf itu. アリはその字が書けない。 可能態
m)（否定辞）（接辞）（書く） （字） （その）
〈能力者〉 〈対象〉
(20) Huruf itu tidak ter-tulis. (oleh Ali)． その字はアリには書
（字） （その）（否定辞） （接辞）（書く） （によって）（アリ）けない
〈対象〉 〈能力者〉 可能受動態
受動態 (16)は能動態 (15)の対象格の名詞旬が主語となり，動作主が前悶詞 olehをと
(4) 
もなって動詞のうしろに移動したものである。他動詞の能動態には接辞 meN-，受動態に

















(21) a. 戸ガアク。 自動詞文
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(22) a. Ali masuk ke dalam bilik. アリがへやに入る。
（アリ）（入る）（へ） （中） （へや）
b. Saya meN-masuk-kan Ali. ke dalam bilik. 私がアリをへやに入
（私） （接辞）（入る）（接辞）（アリ）（へ） （中） （へや） れる。
(23) a. Dia tidur di atas katil. 彼がベッドにねる。
（彼）（ねる）（に） （上）（ベッド）
b. Saya meN-tidur-Kan dia di atas kati!・ 私が彼をベッドにねか
（私） （接辞）（ねる）（接辞）（彼）（に）（上）（ベット） せる。
(24) a. Kereta itu ber-henti. 車が止まる。
（車） （その）（接辞）（止まる）
b. Dia meN-henti-kan kereta itu． 彼が車を止める。
（彼）（接辞）（止まる）（接辞） （車）（その）
(25) a. Rambut-nya meN-panjang. 彼女の髪がのびる。
（髪） （彼女の） （接辞） （長い）
b. . pia meN.-pajang-kan rambut-nya. 彼女が髪をのばす
（彼女）（接辞）（長い）（接）（髪）（彼女の
マレイシア語における接辞の対応は次のようにまとめられる。
自動詞接辞 他勁詞接辞 語 根 例
(1) 
゜
tidur, baおnきguるn,m（入asuるk）, etc. 
（ねる） （ ） （ 
(2) I ber- meN--kan henti, ） （jalan, r（e泳nagぐ, etc. （止まるぢく） ） 


























































































































































































































































(28) a. Budak itu ber-jalan. 子供が歩く。
（子供） （その）（接辞）（歩く）
b. lbu meN-jalan-kan budak itu. 母親が子供を歩かせる。
（母親）（接辞）（歩く）（接辞）（子供）（その）
(29) a. Taro ber-renang. 太郎が泳ぐ。
（太郎）（接辞）（泳ぐ）




(30) a. Ali meN-tulis surat. アリが手紙を書く。
（アリ）（接辞）（書く）（手紙）
b. Saya meN-tulis-kan Ali surat. 私がアリに手紙を書く。
（私） （接辞）（書く）（接辞）（アリ）（手紙） （＊私がアリに手紙を書かせる）
(31) a. Dia meN-beli baju. 彼が洋服を買う。
（彼）（接辞）（買う）（洋服）



















例）大地震が住民ヲ 狂気二走ラセタ。 失恋の痛手ガ彼女ニ ソンナ行
動ヲトラセタ。
(iv) 無意志使役：〈Ac〉 [ s]サセ
使役主にはそうする意志はないが，その事態の責任は使役主にあるという意。









(32) a. Guru meN-suruh murid itu ber-diri. 先生が生徒を立たせ
（先生） （接辞）（命令する）（生徒） （その）（接辞）（立つ） る。
b. Guru meN-benar-½-an murid itu duduk. 先生が生徒に坐らせる。
（先生） （接辞）（許す） （生徒）（その） （坐る）










(33) a• Orang itu meN-buka pi壁U． 人が戸をあけた。
（人） （その）（接辞）（あける） （戸）
b. P竺tu di-buka oleh orang itu． 戸が人によってあけられた。
（戸） （接辞）（あける）（によつて）（人）（その）


















シア語には接辞 ke--anを使った (38a) (39 a)のような文があるが，この接辞の用法
はもともと好ましくない事態や動作を表わす動詞にしかつかないという点で日本語の
「（ラ）レ」ほどの一般性がなく，ヴォイスとして認められるほど用例も多くない。
(38) a. Saya ke-curi-an wang. 私はお金を盗まれた
（私） （接）（盗む）（接）（お金）
b. △ meN-curi wang saya. 誰かが私のお金を盗んだ。
（接）（盗む）（お金）（私）
(39) a. Ali ke-colek-an anak-nya. アリは子供をさらわれた。
（アリ）（接）（さらう）（接）（子供）（彼の）





(40) a. Dia ke-hilang-an buku. 彼は本をなくした。
（彼）（接）（なくなる）（接） （本） （＊彼は本になくなられた。）





(41) a. Dia ter-buka pin tu itu. 彼が戸をあける。
（彼）（接）（あける） （戸）（その） （あける意志がない）
b. Pintu itu ter-buka (oleh dia)． 戸があけられる
（戸）（その）（接）（あける）（によって）（彼） ｛あく
(42) a. Dia tidak ter-buka pin tu itu. 彼は戸があけられない。
（彼）（否定）（接）（あける）（戸）（その）










































































































































































































































































































、 被害態 1 、! 
¥-(r)are-：受動態：
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なお，本稿は筆者が 1982年 3月に筑波大学に提出した修士論文 ACONTRASTIVE 





























ってく許容主格〉 (PermissiveAgent)と〈使令主格〉 (DirectiveAgent) とが考えられる｀
く能力者格〉 (Competentperson)：ある動作を行う能カ・状況的可能性をもっている者
〈自発対象格〉 (SpontaneousObject)：自発的に変化・作用を起こす物
4) マレイシア語の按辞 meN-Iま音韻規則により次のように変化する c
1. m 1 (1. p, b, f, v 
R 1 N →[； nn:I/1_―＋ロ―I＋-l: : m d gn chn:，KhnZg̀,;wrel 
1. P, f l 
R2  r: ~]-• 0 /［口］十—+1/ V erb  /1 
- 4. ng-
5) 対応する自：他励祠のうち， 0• -asの対応があるものは， 使役の助動詞「（さ）せ」の短紹
形と見なす。例）咲く・咲かす，飛ぷ・飛ばす， etc. また，—e. (2)の対応があるものは自発態と
見なす。例）煮える・煮る，書ける・書く， etc.
6) 加納 (1982)では，自発対象格が自動詞文の主語に立つ類（例，育つ・育てる，溶ける・溶か










10) p. 16 で相的的自•他勁詞を 4 つに分類したように，名色対自動祠もその格関係によって I 類か
らW類に分けられる。
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